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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次 第48期 第49期 第50期 第51期 第52期

決算年月 平成19年3月 平成20年3月 平成21年3月 平成22年3月 平成23年3月

売上高 (千円) 691,124 616,711 551,730 562,467 594,645

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) 80,142 6,198 △54,098 △65,500 △25,249

当期純利益
又は当期純損失(△)

(千円) 45,055 11,871 △51,324 △68,374△316,625

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － － － －

資本金 (千円) 552,000 707,000 707,000 707,000 707,000

発行済株式総数 (株) 1,012 1,043 1,043 1,043 1,043

純資産額 (千円) 1,826,8471,882,7121,686,3401,701,3081,189,331

総資産額 (千円) 3,349,8363,109,4982,766,3852,720,4231,875,124

１株当たり純資産額 (円) 1,810,552.781,805,093.701,616,817.221,631,167.961,140,298.84

１株当たり配当額
(内、１株当たり
中間配当額)

(円)

(円)
－ － － － －

１株当たり当期純利益金
額又は１株当たり当期純
損失金額(△)

(円) 45,826.7711,592.69△49,208.40△65,555.87△303,572.01

潜在株式調整後 １株当
たり当期純利益金額

(円) 44,713.0011,391.06 － － －

自己資本比率 (％) 54.5 60.5 60.9 62.5 63.4

自己資本利益率 (％) 3.1 0.6 － － －

株価収益率 (倍) － － － － －

配当性向 (％) － － － － －

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 87,645 38,663 25,596 △4,810 △10,017

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △653,132△311,028△35,294 85,396 244,470

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 316,200 278,400△25,200△109,000△234,300

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 280,581 286,616 251,718 223,303 223,456

従業員数
〔外、平均臨時
雇用者数〕

(名)
66

〔32〕

65

〔36〕

66

〔37〕

67

〔37〕

69

〔33〕
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(注) １　当社は、連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は関連会社を有しておりませんので、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりません。

４　第50期及び第51期並びに第52期の潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額については、1株当たり当期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５　当社の株式は証券取引所に上場されておらず、また店頭登録もされておりませんので、「株価収益率」については記

載しておりません。

６　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の年間平均雇用人員であります。
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２ 【沿革】

 

年月 概要

昭和34年11月地元小野市の強い要望を受け、鴨池周辺にゴルフ場を建設することを決定する

昭和35年３月資本金200万円（１株20万円にて10株発行）にて小野観光開発株式会社を設立

　　　　４月 30株（１株20万円）を発行し、累計40株（資本金800万円）となる

　　　　５月 コースの造成工事が始まる

　　　　８月 120株（１株20万円）を発行し、累計160株（資本金3,200万円）となる

　　　　10月 37株（１株20万円）を発行し、累計197株（資本金3,940万円）となる

　　　　12月 40株（１株20万円）を発行し、累計237株（資本金4,740万円）となる

昭和36年１月クラブハウス地鎮祭を行う

　　　　４月 全ホール芝張り完了

　　　　11月朝香鳩彦様をお迎えして正式オープン

　　　　12月168株（１株20万円）を発行し、累計405株（資本金8,100万円）となる

昭和37年３月 81株（１株20万円）を発行し、累計486株（資本金9,720万円）となる

　　　　４月 高松宮様ご来場

　　　　12月137株（１株20万円）を発行し、累計623株（資本金12,460万円）となる

昭和38年３月111株（１株20万円）を発行し、累計734株（資本金14,680万円）となる

　　　　４月 株主の名義書換開始する

　　　　12月 53株（１株20万円）を発行し、累計787株（資本金15,740万円）となる

昭和39年１月 86株（１株20万円）を発行し、累計873株（資本金17,460万円）となる

　　　　５月 47株（１株20万円）を発行し、累計920株（資本金18,400万円）となる

　　　　７月 関西学生選手権競技開催される

昭和41年８月日本学生選手権競技開催される

昭和44年９月日本オープン選手権競技開催される

昭和48年９月関西アマチュア選手権競技開催される

昭和50年７月関西オープン選手権競技開催される

昭和53年１月乾理事長日本ゴルフ協会会長に就任

昭和55年６月日本アマチュア選手権競技開催される

昭和61年９月開場２５周年記念競技が盛大に開催される

平成５年９月 乾 豊彦初代理事長ご逝去、後任の理事長に乾 民治氏が就任

平成７年１月 阪神淡路大震災起こる

　　　　11月ベントグリーンへの改造工事が完了

平成10年７月第８３回日本アマチュア選手権競技開催される

平成13年６月日本女子アマチュア選手権競技開催される

　　　　９月 開場４０周年記念競技が盛大に開催される

平成17年４月第１回転換社債型新株予約権付社債４５口を発行する（社債額面１口800万円）

　　　　11月上記社債の転換請求により新株４３株を発行し、資本金及び資本金準備金がそれぞれ172百万円

 増加し、新資本金が356百万円となる

平成18年４月第２回転換社債型新株予約権付社債４９口を発行する（社債額面１口800万円）

　　　　11月上記社債の転換請求により新株４９株を発行し、資本金及び資本金準備金がそれぞれ196百万円

 増加し、新資本金が552百万円となる

平成19年４月第３回転換社債型新株予約権付社債３１口を発行する（社債額面１口1,000万円）

　　　　11月上記社債の転換請求により新株３１株を発行し、資本金及び資本金準備金がそれぞれ155百万円

 増加し、新資本金が707百万円となる

同 日本ミッドアマチュアゴルフ選手権競技開催される

 

EDINET提出書類

小野観光開発株式会社(E04752)

有価証券報告書

 4/56



３ 【事業の内容】

当社は、メンバー制のゴルフ場を経営、附帯する食堂・売店のサービスとともにゴルフプレーヤーにゴルフ場施

設を提供することを内容としています。

事業所は小野ゴルフ倶楽部のみにて関係会社はありません。
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４ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成23年3月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(円)

69〔33〕 44.6 14.0 4,583,888

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の年間平均雇用人員であります。

 

(2) 労働組合の状況

現在、当社グループにおいて労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満であり、特記すべき事項は

ありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

 

(1) 業績

当事業年度におけるわが国の経済は、輸出や生産の穏やかな増加により企業収益の改善、設備投資や雇用情勢

等に持ち直しの動きが見られました。しかしながら、欧州を中心とした海外経済の減速懸念、為替の急激な変動

・資源価格の上昇など、景気を下押しする不安材料も生じました。

この様な状況のもと、ゴルフ業界では来場者数の増加は見込めず、また、プレー料金の低下も加わり依然とし

て厳しい状況が続いております。

当倶楽部では稼働日数の増加(月曜日稼働)等集客に努めましたが、夏季の猛暑等マイナス要因も多く、来場者

は21,285名と前年度比807名減のやむなきにいたりました。

その結果、売上高におきましては、グリーンフィー・プレー収入及び食堂収入等が451百万円(前期比0.4%減)

となり、その他名義書換料及び法人名義変更料が116百万円、家族特別優遇会員登録料及び終身週日会員登録料

27百万円併せて143百万円(同31.1%増)で、売上高合計は594百万円(同5.7%増)となりました。

これに対し売上原価並びに販売費及び一般管理費におきましては、経営全般にわたるコスト削減につとめま

したが644百万円(前期比0.1%減)で、差引営業損失は49百万円(前年営業損失82百万円)となりました。

他方、営業外損益におきましては、受取配当金等の収益が24百万円(前期比45.3%増)を計上し、消費税の端数負

担額を差引いて経常損失は25百万円(前年経常損失65百万円)となりました。

また特別損益では、期中に投資有価証券の売却益を135百万円計上して、財務内容の改善を図りましたが、3月

11日に発生した東日本大震災を起因とする福島原子力発電所事故の影響を受けて保有する東京電力株式(25万

株)が暴落したため減損処理を行い、株式評価損410百万円を計上したことにより税引前当期純損失は304百万円

(前年税引前当期純損失53百万円)となりました。その他、税効果会計による法人税等調整額と法人税等を加えた

結果、当期純損失は316百万円(前年当期純損失68百万円)となりました。
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 (2) キャッシュ・フローの状況

当事業年度末における現金及び現金同等物は前年同期と比べ15万円増加し223百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払いが増加したことにより、△10百万円と前年同期と比

べ5百万円の減少となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入566百万円がありましたので、244百万

円と前年同期と比べ159百万円の増加となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、会員預り金の返還による支出234百万円で前年同期と比べ122百万円

の増加となりましたので、△234百万円と前年同期と比べ125百万円の減少となりました。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社はゴルフ場経営につき、該当事項はありません。

(2) 受注状況

当社はゴルフ場経営につき、該当事項はありません。

(3) 販売実績

当事業年度における販売実績を売上区分別に示すと、次のとおりであります。

売上区分別

第51期
自 平成21年4月 1日
至 平成22年3月31日

第52期
自 平成22年4月 1日
至 平成23年3月31日

人員
（人）

年額
（千円）

構成比率
（％）

人員
（人）

年額
（千円）

構成比率
（％）

１．グリーンフィ       

　　　メンバーズフィ 13,137 19,056 3.4 12,569 30,332 5.1

　　　ビジターズフィ 8,955 116,15320.7 8,716 111,78718.8

計 22,092 135,20924.1 21,285 142,11923.9

２．食堂売店収入  109,24719.4  104,93917.7

３．プレー収入  112,88720.0  108,91318.3

４．年会費収入  77,424 13.7  76,914 12.9

５．名義書換手数料  99,000 17.6  116,50019.6

６．登録料       

　　　会員登録料  10,500 1.9  27,000 4.5

７．その他の収入       

　　　ロッカー保管料  5,984 1.1  5,973 1.0

　　　その他　※１  12,214 2.2  12,285 2.1

計  18,198 3.3  18,258 3.1

合　　計  562,467100.0  594,645100.0

 

(注)

※１　その他の収入のその他につきましては、営業雑収を総括して計上しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　総販売実績の10％以上を占める販売顧客に該当するものはありません。
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３ 【対処すべき課題】

ゴルフ業界においては、長期低迷を脱しつつあるものの来場者の大幅な増加は見込めず、プレー料金のデフレ

が進行しております。

当ゴルフ倶楽部では、低料金の流れに逆らうことが出来ず依然として厳しい状況が続いており、経営を安定さ

せる為にも、定休日営業及びコースコンディションの充実をはかり、経費削減に努め安定した経営を目指す所存

です。

 

４ 【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす

可能性のある事項には、以下のようなものがあります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

(１) 売上高の季節的変動の影響について

当社の売上高は、毎年４月～６月と10月～12月の６ヶ月における売上高が、年間売上高の60％以上の大きな

比率を占めています。

屋外スポーツの属性として毎年12月～２月は厳冬でクローズの日が発生し、かつ、来場者が激減し、さらに

は、７月～８月は特に猛暑による来場者の減少が続き、季節的変動の影響が大きい企業であります。

 

(２) 気象状況の変化による影響

台風、地震、水害など気象状況の激変が要因で、コース施設の倒木、地山崩壊による予期しない損害を受け多

額の修復費が発生し、また、突発的な悪天候によって、コースのクローズを含めた来場者の大幅な減少が生じる

可能性があります。

 

(３) 少子高齢化による影響

少子高齢化により、来場回数の漸減と、少子化による青壮年層のゴルフ人口の減少により長期的な展望で業

績に影響を及ぼす可能性があります。

 

５ 【経営上の重要な契約等】

特記すべき事項はありません。

 

６ 【研究開発活動】

特記すべき事項はありません。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 重要な会計方針及び見積り

当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されておりま

す。この財務諸表の作成に当たりまして、決算日における資産・負債および事業年度の収入・費用の数値に影

響を与える見積りは、主に資産の評価や引当金の計上であり、これらは継続して評価を行っているものです。

 

(２) 当事業年度の経営成績の分析

当事業年度の経営成績は、来場者が21,285名と前年比807名減少しましたが、売上高合計はメンバー・グリー

ンフィー単価を上げたことによりメンバー・グリーンフィー収入が11百万円増加したことと名義料及び登録

料が34百万円増加したことにより前期比5.7%増加の594百万円となりました。

これに対し、利益面につきましては、売上原価及び管理費等のコスト削減に努めたことにより営業損失は49

百万円(前年営業損失82百万円)となり、また、受取配当金等の増加により経常損失も25百万円(前年経常損失65

百万円)となりましたが、当期純損失は投資有価証券の強制評価減410百万円計上したことにより316百万円(前

年当期純損失68百万円)となりました。

 

(３)　当事業年度の財政状態の分析

　　(資産)

　　　当事業年度末の流動資産は256百万円となり、前事業年度末に比べ17万円増加しました。

　　　現金及び預金の増加15万円が主な理由であります。

　　　当事業年度末の固定資産は1,618百万円となり、前事業年度末に比べ845百万円減少しました。

投資有価証券の評価損計上などによる投資その他の資産の減少826百万円が主な理由であります。

　　　この結果、総資産は1,875百万円となり、前事業年度末に比べ845百万円減少しました。

　　(負債)

　　　当事業年度末の流動負債は164百万円となり、前事業年度末に比べ15百万円増加しました。

　　　預り金の増加20百万円が主な理由であります。

　　　当事業年度末の固定負債は521百万円となり、前事業年度末に比べ348百万円減少しました。

　　　長期預り金の減少254百万円が主な理由であります。

　　　この結果、負債合計は685百万円となり、前事業年度末に比べ333百万円減少しました。

　　(純資産)

　　　当事業年度末の純資産は1,189百万円となり、前事業年度末に比べ511百万円減少しました。

      利益剰余金の減少316百万円、その他有価証券評価差額金の減少195百万円が主な理由であります。
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(４) 資金状況について

当社の資金状況は、前事業年度末に比べ15万円増加し、当事業年度末は223百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローでは、前事業年度末に比べ5百万円減少し、10百万円の資金を使用して

おります。

投資活動によるキャッシュ・フローでは、前事業年度末に比べ159百万円増加し、244百万円の資金を得まし

た。これは、投資有価証券の売却による収入があったことによるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローでは、前事業年度末に比べ125百万円減少し、234百万円の資金を使用い

たしました。これは、会員預り金の返還による支出があったことによるものです。

 

(５) 今後の経営について

平成23年度のゴルフ業界は、東日本大震災の影響を受け自粛ムードが広がり、より厳しい状況が続くと予想

されます。当社と致しましては来場者を増やす為に、定休日営業を実施すると共にコースコンディションの充

実とサービス向上に努め、あらゆる経費削減を計り収益改善に取り組む所存であります。
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第３ 【設備の状況】

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度においては、実施した投資の総額は31百万円であります。その主なものは、駐車場新設工事(鴨池キャ

ンプ場跡地)に14百万円であります。なお、当事業年度において重要な設備の除去、売却等はありません。

 

２ 【主要な設備の状況】

平成23年 3月31日現在

設備内容 帳簿価額（百万円）

従業員
〔人〕

小野ゴルフ倶楽部

建物 機械及び装置
土地

合計構築物 車両及び運搬具

球場 工具器具及び備品
面積
(㎡)

金額

798 36 790,00052 888 69〔33〕

（注）１　金額には、消費税等は含んでおりません。

２　従業員数は就業人員であり臨時雇用者数は年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

３　リース契約による賃借設備の主なものは次の通りです。

 

設備の内容 台数 リース期間
年間リース料
(千円)

リース契約残高
(千円)

ゴルフパートナー  1式 平成19年8月から平成24年8月 1,908 2,544

 

３ 【設備の新設、除却等の計画】

(1) 重要な設備の新設等

特記すべき事項はありません。

(2) 重要な設備の除却等

特記すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,500

計 1,500

 

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成23年3月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年6月21日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,043 1,043 非上場・非登録
　　単元株制度は採用してお
　りません。

計 1,043 1,043 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成18年11月1日
(注1)

49 1,012 196,000552,000196,000527,200

平成19年11月1日
(注2)

31 1,043 155,000707,000155,000682,200

（注）１　転換社債型新株予約権付社債に係る新株予約権の行使により新たに発行した株式49株の払込金392,000千円。うち、

資本組入額196,000千円。

２　転換社債型新株予約権付社債に係る新株予約権の行使により新たに発行した株式31株の払込金310,000千円。うち、

資本組入額155,000千円。

 

(6) 【所有者別状況】

平成23年3月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数
(人)

－ 2 1 24 － － 969 996 -

所有株式数
(株)

－ 4 3 67 － － 969 1,043 -

所有株式数
の割合(％)

－ 0.38 0.29 6.42 － － 92.91100.00 -
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(7) 【大株主の状況】

平成23年3月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社大林組 神戸市中央区加納町4丁目4-17 4 0.38

白鶴酒造株式会社 神戸市東灘区住吉南町四丁目5番5号 3 0.29

兵庫日野整備株式会社 神戸市中央区野崎通六丁目2-21 3 0.29

中本商事株式会社 神戸市中央区海岸通8番 3 0.29

株式会社ノザワ 神戸市中央区浪花町15番地 3 0.29

株式会社オゾネ 神戸市中央区中町通三丁目2番15号 3 0.29

龍田紡績株式会社 姫路市東延末264番地 3 0.29

富士電機システムズ株式会社 大阪市福島区鷺州一丁目11番19号 3 0.29

八馬汽船株式会社 神戸市中央区京町74番地 3 0.29

川崎重工業株式会社 神戸市中央区東川崎町一丁目1-3 3 0.29

神戸発動機株式会社 明石市二見町南二見一番地 3 0.29

興進産業株式会社 神戸市中央区相生町四丁目3番1号 3 0.29

西芝電機株式会社 姫路市網干区浜田1000番地 3 0.29

野村證券株式会社 神戸市中央区三宮町一丁目5-32 3 0.29

大阪日野自動車株式会社 大阪市西淀川区千舟一丁目4番45号 3 0.29

新日本製鐵株式会社 姫路市広畑区富士町1番地 3 0.29

神港ビルヂング株式会社 神戸市中央区海岸通8番 3 0.29

太陽鉱工株式会社 神戸市中央区磯辺通一丁目1番39号 3 0.29

武田薬品工業株式会社 大阪市中央区道修町四丁目1-1 3 0.29

計 ― 58 5.56

（注）１　上記以外の株主のうち、法人株主についてはそれぞれ所有株式数2株、個人株主についてはそれぞれ所有株式数1株の

会員株主であります。
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(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年3月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他) 普通株式1,043 1,043 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 1,043 － －

総株主の議決権 － 1,043 －

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

(9) 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】

 
【株式の種類等】

 

会社法第155条第3号による普通株式の取得

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

株主総会（平成21年6月22日）での決議状況
　（取得期間平成21年6月22日～平成22年6月21日）

 
15
 

 
150,000,000

 

当事業年度前における取得自己株式 － －

当事業年度における取得自己株式 － －

残存授権株式の総数及び価額の総額 15 150,000,000

当事業年度の末日現在の未行使割合（％） 100.0 100.0
   

当期間における取得自己株式 － －

提出日現在の未行使割合（％） 100.0 100.0

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】
 

　　該当事項はありません。

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。
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３ 【配当政策】

当社は、創業以来、一貫してゴルフ場施設の充実による低廉かつ良質なサービスの提供を通じて株主への利益還

元を重要な課題のひとつと考え、経営にあたってきました。

このような方針のもとに、ゴルフ場施設の一層の充実並びに内部留保による財務体質の強化を図りつつ、業績及

び財政状態の推移をみながら、剰余金の配当を検討していく方針であります。

なお、会社の剰余金の配当は、期末配当のみ年１回を基本的な方針としております。期末配当の決定機関は株主

総会であります。

 

４ 【株価の推移】

当社は非上場・非登録につき該当ありません。
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５【役員の状況】

 

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株)

代表取締役 ― 乾　民治 昭和20年12月25日生

平成 5年 9月

平成21年 4月

 

当社代表取締役に就任(現)

イヌイ倉庫㈱代表取締役会長

就任(現)

注３ 1

取締役 ― 乾　英文 昭和13年 2月 7日生

平成元年 1月

 

平成 4年 6月

乾光海運㈱代表取締役就任

(現)

当社取締役に就任(現)

注３ 1

取締役 ― 龍田　信也 昭和13年 1月25日生

昭和63年 6月

平成元年 1月

 

当社取締役に就任(現)

龍田紡績㈱代表取締役社長就

任(現)

注３ 1

取締役 ― 高島　禎治 昭和20年11月26日生

昭和45年 9月

 

平成 6年 6月

神田工業㈱代表取締役社長就

任(現)

当社取締役に就任(現)

注３ 1

常勤監査役 ― 三宮　藏 昭和 8年 5月 6日生

昭和63年 6月

平成 2年 7月

 

平成19年 6月

当社監査役に就任

㈱サンノミヤ代表取締役就任

(現)

当社常勤監査役に就任(現)

注４ 1

監査役 ― 高尾　信之 昭和20年 7月29日生 平成19年 6月当社監査役に就任(現) 注５ 1

監査役 ― 土城　敏彦 昭和29年 6月 1日生 平成19年 6月当社監査役に就任(現) 注５ 1

監査役 ― 長谷川　英治郎 昭和17年 3月 5日生
平成21年 6月

平成22年 6月

ハウス委員長に就任(現)

当社監査役に就任(現)
注４ 1

計 8

(注) １．取締役 乾　英文は代表取締役 乾　民治の兄であります。

２．監査役 高尾信之、土城敏彦並びに長谷川英治郎は会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

３．取締役の任期は、平成22年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成24年３月期に係る定時株主総会終結の時ま

でであります。

４．監査役の任期は、平成22年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成26年３月期に係る定時株主総会終結の時ま

でであります。

５．監査役の任期は、平成23年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成27年３月期に係る定時株主総会終結の時ま

でであります。

 

 
６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(１)【コーポレート・ガバナンスの状況】

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、経営環境の変化にともなう「経営判断の迅速化」や株主に対する「経営の透明性」がますます求

められる情勢において、「企業経営は誰のために行うのか」「経営陣を誰がどのように監視するのか」と

いったいわゆる「企業統治」に関することは、当社の経営を継続していくうえでの根幹に関わる重要課題と

認識しております。

 

① 会社の機関の内容

平成23年3月31日現在の取締役4名、監査役4名であり、取締役会は定期的に開催し、重要課題について論議を重

ねております。

 

② 内部統制システムの整備の状況

当社では、取締役4名および監査役4名が出席して定期的に取締役会を関催し、支配人の出席を求めて、業務の

執行状況や経営上のリスク把握に努めております。
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③ リスク管理体制の整備の状況

当社は、業務に関わるすべてのリスクについて適切に管理することにより、長期的な業容の拡大、安定的な収

益の確保と健全な経営基盤の確立を経営上の重要課題としております。これに対応するため、各業務部門におい

て規則・基準を定め、リスクの測定、管理手法の研究等を行っております。リスクの発見が予見される場合には

顧問契約を締結している法律事務所をはじめとする専門機関と適宜相談を行い、予防に努めるとともに、問題が

発生した場合には迅速な対応を図ることにしております。

 

④ 役員報酬の内容

取締役、監査役全員　無報酬　責任限定契約はしておりません。

 

⑤ 監査等の状況等

イ  監査役の構成と内部監査の状況

監査役会は、常勤監査役1名と非常勤監査役3名で構成されており、うち3名は社外監査役となっています。ま

た内部監査については毎月経理担当より、月次の報告を受け適正に業務の遂行がなされているかをチェック

しています。

 

ロ  会計監査業務を執行した公認会計士の氏名等

氏　名 所属監査法人 継続監査年数

矢頭 昇、赤松 秀世 神明監査法人 －

※継続監査年数については７年以内であるため、記載を省略しております。

　　会計監査業務に係わる補助者の構成

　　公認会計士　　1名

ハ  社外取締役及び社外監査役との関係

社外監査役と当社との間には特別な利害関係はありません。なお、社外取締役は選任されておりません。

 

⑥ 取締役の定数

当社の取締役は7名以内とする旨定款に定めている。

⑦ 取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議については、議決権を行使することができる株主の議決権の3分の1以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数もって行う旨定款に定めている。また、取締役の選任決議は累積投票によらな

い旨も定款に定めている。

⑧ 株主総会の特別決議要件

当社は、会社法第309条第2項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株主

の議決権の3分の1以上を有する株主が出席し、その議決権の3分の2以上をもって行う旨定款に定めている。これ

は、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的とする

ものである。
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(２)【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

 

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

3,000 ─ 3,000 ―

 

② 【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

 

 

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

 

 

④ 【監査報酬の決定方針】

当社は、監査公認会計士等に対する監査報酬の額の決定に関する方針を定めてはおりませんが、監査法人か

らの基本報酬額等の提示及びその説明を受けて、監査法人と十分に協議した上で監査報酬を決定しておりま

す。
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第５ 【経理の状況】

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前事業年度(平成21年4月1日から平成22年3月31日まで)は、改正前の財務諸表等規則に基づき、当事業年度

(平成22年4月1日から平成23年3月31日まで)は、改正後の財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前事業年度(平成21年4月1日から平成22年3月31日

まで)及び当事業年度(平成22年4月1日から平成23年3月31日まで)の財務諸表について、神明監査法人により監査

を受けております。

 

３　連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１【財務諸表等】
(1)【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 223,303 223,456

売掛金 18,835 18,652

商品 4,473 5,124

貯蔵品 7,038 7,081

その他 2,852 2,356

貸倒引当金 △18 △18

流動資産合計 256,485 256,653

固定資産

有形固定資産

建物 1,248,494 1,250,054

減価償却累計額 △988,143 △1,011,792

建物（純額） 260,351 238,262

構築物 244,823 262,723

減価償却累計額 △201,032 △207,288

構築物（純額） 43,791 55,434

機械及び装置 135,571 144,738

減価償却累計額 △107,372 △120,045

機械及び装置（純額） 28,199 24,693

車両運搬具 10,296 10,296

減価償却累計額 △9,308 △9,929

車両運搬具（純額） 988 366

工具、器具及び備品 111,473 112,311

減価償却累計額 △97,956 △101,158

工具、器具及び備品（純額） 13,516 11,153

球場 504,408 504,408

土地 53,940 53,940

有形固定資産合計 905,196 888,259

無形固定資産

水道施設利用権 3,743 1,843

電話加入権 670 670

ソフトウエア － 304

無形固定資産合計 4,413 2,818

投資その他の資産

投資有価証券 1,554,262 671,657

預託金 65 65

繰延税金資産 － 55,669

投資その他の資産合計 1,554,327 727,391

固定資産合計 2,463,937 1,618,470

資産合計 2,720,423 1,875,124
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(単位：千円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,869 3,206

未払費用 28,467 26,145

未払法人税等 4,035 3,320

未払消費税等 5,819 4,679

預り金 5,203 25,314

未経過会費 70,881 70,081

未経過ロッカー保管料 5,733 5,726

賞与引当金 25,145 22,027

仮受金 － 3,870

流動負債合計 149,154 164,370

固定負債

長期預り金 629,500 375,400

退職給付引当金 170,353 146,021

繰延税金負債 70,107 －

固定負債合計 869,960 521,421

負債合計 1,019,115 685,792

純資産の部

株主資本

資本金 707,000 707,000

資本剰余金

資本準備金 682,200 682,200

その他資本剰余金 41,800 41,800

資本剰余金合計 724,000 724,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 68,913 △247,711

利益剰余金合計 68,913 △247,711

自己株式 － －

株主資本合計 1,499,913 1,183,288

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 201,394 6,043

評価・換算差額等合計 201,394 6,043

純資産合計 1,701,308 1,189,331

負債純資産合計 2,720,423 1,875,124
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②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
　至 平成23年３月31日)

売上高

グリーンフィ 135,209 142,119

食堂売店収入 109,247 104,939

プレー収入 112,887 108,913

年会費収入 77,424 76,914

名義書換手数料 99,000 116,500

登録料 10,500 27,000

その他の収入 18,198 18,258

売上高合計 562,467 594,645

売上原価

コース費 ※1
 155,391

※1
 165,857

食堂売店売上原価 41,827 40,657

プレー支出 ※2
 119,349

※2
 116,367

売上原価合計 316,568 322,881

売上総利益 245,899 271,763

販売費及び一般管理費

一般管理費 ※3
 328,246

※3
 321,529

販売費及び一般管理費合計 328,246 321,529

営業損失（△） △82,346 △49,766

営業外収益

受取利息 118 83

受取配当金 11,564 22,942

有価証券利息 4,247 741

雑収入 1,007 837

営業外収益合計 16,937 24,603

営業外費用

雑損失 91 87

営業外費用合計 91 87

経常損失（△） △65,500 △25,249

特別利益

週日会員退会差益 12,000 －

投資有価証券売却益 － 135,688

前期損益修正益 ※4
 103 －

特別利益合計 12,103 135,688

特別損失

投資有価証券売却損 － 8

投資有価証券評価損 － 410,711

固定資産除却損 ※5
 211

※5
 24

前期損益修正損 60 －

その他 － 4,000

特別損失合計 271 414,744

税引前当期純損失（△） △53,668 △304,305

法人税、住民税及び事業税 2,344 2,344

法人税等調整額 12,362 9,975

法人税等合計 14,706 12,319

当期純損失（△） △68,374 △316,625
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
　至 平成23年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 707,000 707,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 707,000 707,000

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 682,200 682,200

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 682,200 682,200

その他資本剰余金

前期末残高 39,100 41,800

当期変動額

自己株式の処分 2,700 －

当期変動額合計 2,700 －

当期末残高 41,800 41,800

資本剰余金合計

前期末残高 721,300 724,000

当期変動額

自己株式の処分 2,700 －

当期変動額合計 2,700 －

当期末残高 724,000 724,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 137,288 68,913

当期変動額

当期純損失（△） △68,374 △316,625

当期変動額合計 △68,374 △316,625

当期末残高 68,913 △247,711

利益剰余金合計

前期末残高 137,288 68,913

当期変動額

当期純損失（△） △68,374 △316,625

当期変動額合計 △68,374 △316,625

当期末残高 68,913 △247,711
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
　至 平成23年３月31日)

自己株式

前期末残高 － －

当期変動額

自己株式の取得 △6,800 －

自己株式の処分 6,800 －

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

株主資本合計

前期末残高 1,565,588 1,499,913

当期変動額

自己株式の取得 △6,800 －

自己株式の処分 9,500 －

当期純損失（△） △68,374 △316,625

当期変動額合計 △65,674 △316,625

当期末残高 1,499,913 1,183,288

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 120,751 201,394

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

80,642 △195,350

当期変動額合計 80,642 △195,350

当期末残高 201,394 6,043

評価・換算差額等合計

前期末残高 120,751 201,394

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

80,642 △195,350

当期変動額合計 80,642 △195,350

当期末残高 201,394 6,043

純資産合計

前期末残高 1,686,340 1,701,308

当期変動額

自己株式の取得 △6,800 －

自己株式の処分 9,500 －

当期純損失（△） △68,374 △316,625

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 80,642 △195,350

当期変動額合計 14,967 △511,976

当期末残高 1,701,308 1,189,331
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④【キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
　至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純損失（△） △53,668 △304,305

減価償却費 55,816 50,365

有価証券利息 △4,247 △741

賞与引当金の増減額（△は減少） 536 △3,118

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 161 △24,331

受取利息及び受取配当金 △11,682 △23,025

週日会員退会差益 △12,000 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △135,679

投資有価証券評価損益（△は益） － 410,711

固定資産除却損 211 24

売上債権の増減額（△は増加） △3,280 928

たな卸資産の増減額（△は増加） △531 △694

仕入債務の増減額（△は減少） 1,034 △663

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,640 △1,140

その他 2,812 5,436

小計 △20,195 △26,232

利息及び配当金の受取額 16,850 23,025

法人税等の支払額 △1,465 △2,809

その他 － △4,000

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,810 △10,017

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △15,332 △31,401

無形固定資産の取得による支出 － △457

投資有価証券の売却による収入 － 566,849

投資有価証券の償還による収入 700,000 －

投資有価証券の取得による支出 △599,271 △290,521

投資活動によるキャッシュ・フロー 85,396 244,470

財務活動によるキャッシュ・フロー

会員預り金の返還による支出 △111,700 △234,300

自己株式の取得による支出 △6,800 －

自己株式の売却による収入 9,500 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △109,000 △234,300

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28,414 152

現金及び現金同等物の期首残高 251,718 223,303

現金及び現金同等物の期末残高 ※1
 223,303

※1
 223,456
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【重要な会計方針】

 

項目
前事業年度

(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

１　有価証券の評価基準及び

評価方法

(1) 満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）を採用してお

ります。

(1) 満期保有目的の債券

―

   

 (2) その他有価証券

時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく

時価法（評価差額は全部純資産直入

法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定しております。）を採用

しております。

(2) その他有価証券

時価のあるもの

 

 

同　左

２　たな卸資産の評価基準及

び評価方法

通常の販売目的で保有するたな卸資産

の評価基準は最終仕入原価法（収益性

の低下による簿価切下げの方法）に

よっております。

(1) 商品

最終仕入原価法による原価法

(2) 貯蔵品

最終仕入原価法による原価法

 

 

 

同　左

３　固定資産の減価償却の方

法

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

　定率法によっております。但し、平成

10年4月以降に取得した建物(建物附属

設備は除く)については、定額法を採用

しております。

　なお、主な耐用年数は次のとおりであ

ります。

　　　建物　　　10～47年

　　　構築物　　10～60年

　また、平成19年3月31日以前に取得し

たものについては、償却可能限度額ま

で償却が終了した翌事業年度から5年

間で均等償却する方法によっておりま

す。

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

 

 

 

 

 

 

同　左

 (2) 無形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

(2) 無形固定資産(リース資産を除く)

同　左

 (3) リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース

取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。

　なお、所有権移転外ファイナンス・

リース取引のうち、リース取引開始日

が平成20年3月31日以前のものについ

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっております。

　なお、平成20年4月1日以降リース資産

の取得はありません。

(3) リース資産

 

 

 

 

同　左
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項目
前事業年度

(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

４　引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては、個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しておりま

す。

(1) 貸倒引当金

 

 

同　左

 (2) 賞与引当金

　　従業員の賞与の支給に備えるため、

将来の支給見込額のうち当期の負担

額を計上しております。

(2) 賞与引当金

 

同　左

 (3) 退職給付引当金

　　従業員に対する退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給付

債務を簡便法（期末要支給額

100％）により計上しております。

(3) 退職給付引当金

 

同　左

５　キャッシュフロー計算書

における資金の範囲

手許資金、随時引き出し可能な預金及

び容易に換金可能であり、かつ、価値の

変動について僅少なリスクしか負わな

い取得日から3ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資からなっておりま

す。

同　左

６　その他財務諸表作成のた

めの重要な事項

消費税等の会計処理

 

 

消費税等の会計処理は税抜方式に

よっております。

 

 

同　左
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【会計方針の変更】

 

前事業年度
(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

―

(資産除去債務に関する会計基準等)

　当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」

(企業会計基準第18号　平成20年3月31日)及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第21号　平成20年3月31日)を適用しておりま

す。

　これにより、当事業年度の営業利益、経常利益及び税

引前当期純利益に与える影響はありません。また、当会

計基準の適用開始による資産除去債務の変動はありま

せん。

 

【表示方法の変更】

 

前事業年度
(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

(損益計算書)

　前事業年度において販売費及び一般管理費の内訳は

損益計算書に表示していましたが、当事業年度から損

益計算書には総額で表示し、注記事項として内訳表示

することに変更しました。また、売上原価のうちコース

費とプレー支出についてもそれぞれ注記事項として当

事業年度から内訳表示することに変更しました。

 

 

 

―
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【注記事項】

(貸借対照表関係)

　　　該当事項はありません。

(損益計算書関係)

 

前事業年度
(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

※1　コース費の内訳は次の通りです。

 

給料及び手当 85,698千円

福利厚生費 16,508千円

消耗品費 6,085千円

修繕費 4,814千円

補修費 12,918千円

燃料費 3,253千円

肥料費 4,428千円

薬剤費 16,601千円

雑費 4,600千円

その他 482千円

合　　計 155,391

  

※1　コース費の内訳は次の通りです。

 

給料及び手当 85,734千円

福利厚生費 17,071千円

消耗品費 5,339千円

修繕費 5,359千円

補修費 15,795千円

燃料費 3,661千円

肥料費 5,215千円

薬剤費 17,771千円

雑費 9,033千円

その他 874千円

合　　計 165,857

  

※2　プレー支出の内訳は次の通りです。

 

給料及び手当 96,715千円

福利厚生費 19,564千円

消耗品費 765千円

修繕費 1,074千円

被服費 697千円

退職給与金 532千円

合　　計 119,349

  

※2　プレー支出の内訳は次の通りです。

 

給料及び手当 94,484千円

福利厚生費 19,789千円

消耗品費 1,218千円

修繕費 60千円

被服費 814千円

合　　計 116,367

  

※3　一般管理費の内訳は次の通りです。

 

給料及び手当 111,173千円

賞与引当金繰入額 25,145千円

退職給付費用 12,684千円

福利厚生費 25,339千円

水道光熱費 17,762千円

消耗品費 7,397千円

事務用品費 6,721千円

租税公課 17,705千円

減価償却費 55,816千円

貸倒引当金繰入額 3千円

雑費 21,054千円

その他 27,442千円

合　　計 328,246

※3　一般管理費の内訳は次の通りです。

 

給料及び手当 114,041千円

賞与引当金繰入額 22,027千円

退職給付費用 8,752千円

福利厚生費 25,730千円

水道光熱費 20,148千円

消耗品費 6,091千円

事務用品費 6,344千円

租税公課 16,793千円

減価償却費 50,365千円

貸倒引当金繰入額 0千円

雑費 23,597千円

その他 27,635千円

合　　計 321,529
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前事業年度
(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

※4　前期損益修正益は過年度の社宅に係る割引適用漏れ

の返還火災保険料によるものです。

 

－

※5　固定資産除却損の内訳は次の通りです

 

建物 177千円

車両運搬具 33千円

合　　計 211

※5　固定資産除却損の内訳は次の通りです

 

建物 15千円

工具、器具及び備品 9千円

合　　計 24

 

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成21年 4月 1日　至　平成22年 3月31日）

１　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

前事業年度末
株式数
（株）

当事業年度
増加株式数
（株）

当事業年度
減少株式数
（株）

当事業年度末
株式数
（株）

発行済株式     

　　普通株式　 1,043 － － 1,043

　　　　合計 1,043 － － 1,043

自己株式     

　　普通株式　（注） － 1 1 －

　　　　合計 － 1 1 －

 (注)１．普通株式の自己株式の株式数の増加1株は、自己株式の取得による増加1株であります。
 ２．普通株式の自己株式の株式数の減少1株は、自己株式の売渡しによる減少1株であります。

 
 

２　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

３　配当に関する事項

該当事項はありません。
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当事業年度(自　平成22年 4月 1日　至　平成23年 3月31日）

１　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

前事業年度末
株式数
（株）

当事業年度
増加株式数
（株）

当事業年度
減少株式数
（株）

当事業年度末
株式数
（株）

発行済株式     

　　普通株式　 1,043 － － 1,043

　　　　合計 1,043 － － 1,043

自己株式     

　　普通株式　 － － － －

　　　　合計 － － － －

 

２　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

３　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

(キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前事業年度
(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

※1. 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲載

されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 223,303千円

預入期間が3ケ月を超える定期預金 ─

現金及び現金同等物 223,303

※1. 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲載

されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 223,456千円

預入期間が3ケ月を超える定期預金 ─

現金及び現金同等物 223,456
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(リース取引関係)

 

前事業年度
(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

1.リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所

有権移転外ファイナンス・リース取引

(1)リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額

 
取得価額
相当額
（千円

減価償却累計額
相当額
（千円）

期末残高
相当額
(千円)

ソフトウェア 9,540 5,088 4,452

合計 9,540 5,088 4,452

1.リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所

有権移転外ファイナンス・リース取引

(1)リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額

 
取得価額
相当額
（千円）

減価償却累計額
相当額
（千円）

期末残高
相当額
(千円

ソフトウェア 9,540 6,996 2,544

合 9,540 6,996 2,544

  

(2)未経過リ一ス料期末残高相当額

１年以内 1,908千円

１年超 2,544

合 計 4,452

(2)未経過リ一ス料期末残高相当額

１年以内 1,908千円

１年超 636

合 計 2,544

  

(3)支払リース料及び減価償却費相当額

 

支払リース料 1,908千円

減価償却費相当額 1,908

(3)支払リース料及び減価償却費相当額

 

支払リース料 1,908千円

減価償却費相当額 1,908

  

(4)減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。

(4)減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

減価償却費相当額の算定方法

同左

　利息相当額の算定方法

　　　　取得価額相当額と、未経過リース料期末残高相当額

は、未経過リース料期末残高が有形固定資産の期

末残高等に占める割合が低いため、支払利子込み

法により算定しております。

　利息相当額の算定方法

　　　　

同左
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(金融商品関係)

 

前事業年度(自　平成21年 4月 1日　至　平成22年 3月31日）

1.　金融商品の状況に関する事項

(1)金融商品に対する取組み方針

　　　当社は、資金運用については短期的な預金、上場株式及び国債等に限定して運用しております。

　(2)金融商品の内容及びそのリスク

　　デリバティブ取引は、全く行っておりません。また、投資有価証券は上場株式及び国債であり、時価の把握を

行っております。

　(3)金融商品に係るリスク管理体制

　　営業債権である売掛金及び営業債務である買掛金に係る顧客の信用リスクは、販売業務管理規程に沿ってリ

スク低減を図っております。

2.　金融商品の時価等に関する事項

平成22年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1)現金及び預金 223,303 223,303 －

(2)　売掛金 18,835 18,835 －

　貸倒引当金 △18 △18 －

計 18,817 18,817 －

(3)投資有価証券 1,554,262 1,554,262 －

(4)買掛金 3,869 3,869 －

(注)1．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

　　　(1)現金及び預金、並びに(2)売掛金

　　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　　　(3)投資有価証券

　　　　これらの時価について、株式は取引所の価格及び国債は市場価格によっております。

　　　(4)買掛金

　　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(注)2.時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額(千円)

長期預り金 629,500

　　　長期預り金は入会保証金の預りであり、市場価格がなく、かつ、返済時期が確定していないものもあり、将来キャッシュ

フローを見積ることができません。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価の表示はし

ておりません。
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　(追加情報)

　当事業年度より、「金融商品に関する会計基準」(企業会計基準第10号　平成20年3月10日)及び「金融商品の

時価等の開示に関する適用指針」(会計基準適用指針第19号　平成20年3月10日)を適用しております。

当事業年度(自　平成22年 4月 1日　至　平成23年 3月31日）

1.　金融商品の状況に関する事項

(1)金融商品に対する取組み方針

　　　当社は、資金運用については短期的な預金、上場株式及び国債等に限定して運用しております。

　(2)金融商品の内容及びそのリスク

　　デリバティブ取引は、全く行っておりません。また、投資有価証券は上場株式であり、時価の把握を行っており

ます。

　(3)金融商品に係るリスク管理体制

　　営業債権である売掛金及び営業債務である買掛金に係る顧客の信用リスクは、販売業務管理規程に沿ってリ

スク低減を図っております。

2.　金融商品の時価等に関する事項

平成23年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1)現金及び預金 223,456 223,456 －

(2)　売掛金 18,652 18,652 －

　貸倒引当金 △18 △18 －

計 18,634 18,634 －

(3)投資有価証券 671,657 671,657 －

(4)買掛金 3,206 3,206 －

(注)1．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

　　　(1)現金及び預金、並びに(2)売掛金

　　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　　　(3)投資有価証券

　　　　これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。

　　　(4)買掛金

　　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(注)2.時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額(千円)

預り金

長期預り金

19,800

375,400

　　　長期預り金は入会保証金の預りであり、市場価格がなく、かつ、返済時期が確定していないものもあり、将来キャッシュ

フローを見積ることができません。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価の表示はし

ておりません。

次へ
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(有価証券関係)

前事業年度（平成22年3月31日現在）

 

1.満期保有目的の債券で時価のあるもの

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

時価が貸借対照表計上
額を超えるもの

(1)国債・地方債等 400,170 400,170 0

(2)社債 － － －

(3)その他 － － －

小計 400,170 400,170 0

時価が貸借対照表計上
額を超えないもの

(1)国債・地方債等 － － －

(2)社債 － － －

(3)その他 － － －

小計 － － －

合計 400,170 400,170 0

 

2.その他有価証券で時価のあるもの

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

取得原価
（千円）

差額（千円）

貸借対照表計上額が取
得原価を超えるもの

(1)株式 1,154,092 812,745 341,346

(2)債券 － － －

　①国債・地方債等 － － －

　②社債 － － －

　③その他 － － －

(3)その他 － － －

小計 1,154,092 812,745 341,346

貸借対照表計上額が取
得原価を超えないもの

(1)株式等 － － －

(2)債券    

　①国債・地方債等 － － －

　②社債 － － －

　③その他 － － －

(3)その他 － － －

小計 － － －

合計 1,154,092 812,745 341,346

 

 3.当事業年度中に売却したその他有価証券

　　該当事項はありません。
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当事業年度（平成23年3月31日現在）

 

1.満期保有目的の債券で時価のあるもの

　　該当事項はありません。

 

2.その他有価証券で時価のあるもの

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

取得原価
（千円）

差額（千円）

貸借対照表計上額が取
得原価を超えるもの

(1)株式 671,657 661,414 10,243

(2)債券    

　①国債・地方債等 － － －

　②社債 － － －

　③その他 － － －

(3)その他 － － －

小計 671,657 661,414 10,243

貸借対照表計上額が取
得原価を超えないもの

(1)株式等 － － －

(2)債券    

　①国債・地方債等 － － －

　②社債 － － －

　③その他 － － －

(3)その他 － － －

小計 － － －

合計 671,657 661,414 10,243

 

 3.当事業年度中に売却したその他有価証券

区分 売却額(千円) 売却益の合計額(千円) 売却損の合計額(千円)

株式 167,080 135,387 －

債券 400,360 300 8

その他 － － －

合計 567,440 135,688 8

　　この債券は満期保有目的の債券でありましたが、当期資金不足のため売却いたしました。

 

　4.当事業年度中に減損処理を行った有価証券

　　表中の取得原価は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当事業年度において減損処理を行い、投資有価証券評

価損4億1,071万円を計上しております。　　

次へ
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(デリバティブ取引関係)

前事業年度(自平成21年4月1日　至平成22年3月31日）及び当事業年度(自平成22年4月1日　至平成23年3月31

日）

　当社はデリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。

 

(退職給付関係)

 
前事業年度

(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

1採用している退職給付制度の概要

　当社は、退職一時金制度を設けております。

1採用している退職給付制度の概要

　当社は、退職一時金制度を設けております。

2退職給付債務に関する事項

イ.退職給付債務 170,353千円

ロ.退職給付引当金 170,353千円

2退職給付債務に関する事項

イ.退職給付債務 146,021千円

ロ.退職給付引当金 146,021千円

3退職給付費用に関する事項

イ.勤務費用 12,684千円

ロ.退職給付費用 12,684千円

3退職給付費用に関する事項

イ.勤務費用 8,752千円

ロ.退職給付費用 8,752千円

4退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における

退職給付債務を簡便法（期末要支給額100％）により計

上しております。

4退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における

退職給付債務を簡便法（期末要支給額100％）により計

上しております。

 

前へ　　　次へ
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(ストック・オプション等関係)

 

前事業年度

(平成22年 3月31日)

当事業年度

(平成23年 3月31日)

 
該当事項はありません

 
該当事項はありません

 

(税効果会計関係)

 

前事業年度

(平成22年 3月31日)

当事業年度

(平成23年 3月31日)

1繰延税金資産の主な発生原因別内訳は下記の通りであ

ります。

 

繰延税金資産 (千円)

賞与引当金 10,309

未払事業税 802

繰越欠損金 44,698

退職給付引当金 69,844

繰延税金資産小計 125,653

評価性引当金 △55,809

繰延税金資産合計 69,844

  

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △139,952

繰延税金負債の純額 △70,107

1繰延税金資産の主な発生原因別内訳は下記の通りであ

ります。

 

繰延税金資産 (千円)

賞与引当金 9,031

未払事業税 434

繰越欠損金 185,491

退職給付引当金 59,868

繰延税金資産小計 254,824

評価性引当金 △194,956

繰延税金資産合計 59,868

  

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △4,199

繰延税金資産の純額 55,669

  

2法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異については、税引前当期純損失が計上されてい

るため、記載しておりません。

 

2法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 

同左
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(企業結合等関係)

前事業年度（自　平成21年4月1日　至　平成22年3月31日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）

　該当事項はありません。

 

(資産除去債務関係)

　該当事項はありません。

 

(賃貸等不動産関係)

前事業年度（自　平成21年4月1日　至　平成22年3月31日）

該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）

　該当事項はありません。

 

前へ
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当該事業年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【関連情報】

当該事業年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

当該事業年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

当該事業年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

当該事業年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(追加情報)

　　当事業年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年3月27日)及び「セグメント情

報等の開示に関する会計基準の適用方針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年3月21日)を適用しております。
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(持分法損益等)

前事業年度（自　平成21年4月1日　至　平成22年3月31日）

　関連会社がないため、該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）

　関連会社がないため、該当事項はありません。

 

【関連当事者情報】

前事業年度（自　平成21年4月1日　至　平成22年3月31日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）

　該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

 

項目
前事業年度

(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

１株当たり純資産額 1,631,167円96銭 1,140,298円84銭

１株当たり当期純損失金額
（△）

△65,555円87銭 △303,572円01銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純
利益金額については、1株当たり当期純
損失であり、また、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

同左

(注)　1株当たり当期純損失金額(△)の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

　1株当たり当期純損失金額（△）（千円）   

当期純損失（△）（千円） △68,374 △316,625

　普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

　普通株式に係る当期純損失（△）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

△68,374 △316,625

　期中平均株式数（株） 1,043 1,043
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(重要な後発事象)

 

前事業年度
(自　平成21年 4月 1日
至　平成22年 3月31日)

当事業年度
(自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日)

――――――――――――

(資本準備金の額の減少及び剰余金の処分)

当社は、平成23年6月20日開催の定時株主総会におい

て、下記のとおり資本準備金の額の減少及び剰余金の処

分について総会の承認を受けました。

1.　準備金の額の減少及び剰余金の処分の目的

　当期は、大幅な当期純損失を計上したことにより、当

期末(平成23年3月末)時点での繰越利益剰余金に

247,711,773円の欠損が生じております。当社といたし

ましては、繰越欠損の欠損填補を行うため、次のとおり

準備金の額の減少及び剰余金の処分を行います。

2.　準備金の額の減少

　会社法第448条第1項の規定に基づき、平成23年3月末

時点の資本準備金の一部を減少させ、その他資本剰余

金に振替えます。なお、減少後の資本準備金は

476,288,227円となります。

(1) 減少する準備金の額

　資本準備金　　　　　205,911,773円

(2) 増加する剰余金の額

　その他資本剰余金　　205,911,773円

3.　剰余金の処分

　会社法第452条の規定に基づき、その他資本剰余金

247,711,773円を繰越利益剰余金に振り替えることに

より、欠損を補填いたします。

(1) 減少する剰余金の額

　その他資本剰余金　　247,711,773円

(2) 増加する剰余金の額

　繰越利益剰余金　　　247,711,773円

4.　準備金の額の減少及び剰余金の処分の効力発生日

平成23年6月21日
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

　　　

【株式】

 

銘柄 株式数(株) 貸借対照表計上額(千円)

(投資有価証券)   

＜その他有価証券＞   

新日本製鉄株式会社 180,000 47,880

中部電力株式会社 100,000 185,000

関西電力株式会社 150,000 271,650

東京電力株式会社 250,000 116,500

JFEホールディングス株式会社 20,800 50,627

   

   

   

   

   

計 700,800 671,657
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【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
前期末残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却累
計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産        

　建物 1,248,4942,689 1,1301,250,0541,011,79224,764238,262

　構築物 244,82317,900 － 262,723207,2886,256 55,434

　機械及び装置 135,5719,166 － 144,738120,04512,67224,693

　車両運搬具 10,296 － － 10,296 9,929 621 366

　工具、器具及び備品 111,4731,645 807 112,311101,1583,999 11,153

　球場 504,408 － － 504,408 － － 504,408

　土地 53,940 － － 53,940 － － 53,940

有形固定資産計 2,309,01031,401 1,9372,338,4741,450,21448,314888,259

無形固定資産        

　水道施設利用権 28,778 － － 28,77826,934 1,899 1,843

　電話加入権 670 － － 670 － － 670

　ソフトウエア － 457 － 457 152 152 304

無形固定資産計 29,448 457 － 29,90527,086 2,051 2,818

長期前払費用 － － － － － － －

繰延資産 － － － － － － －

繰延資産計 － － － － － － －

 

(注)　当期増加額及び減少額のうち主なものは次のとおりであります。

増加 建物 洋式トイレ取替改修工事(7カ所) 1,890千円

  新駐車場照明設備 799千円

 構築物 駐車場新設工事(鴨池キャンプ場跡地) 14,000千円

  門扉新設工事 3,777千円

 機械及び装置 自走式タンク車 6,960千円

  スーパースター(バンカーレーキ) 1,790千円

 工具、器具及び備品 従業員食堂エアコン取替工事 845千円

  カラー複合機 800千円

 ソフトウエア 勘定・償却奉行(バージョンアップ) 302千円

  給与奉行(バージョンアップ) 155千円

減少 建物 従食暖房配管設備除却 1,000千円

 工具、器具及び備品 従食クーラー除却 614千円
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【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

該当事項はありません。

 

 

【引当金明細表】

 

区分
前期末残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 18 18 － 18 18

賞与引当金 25,145 22,027 25,145 － 22,027

(注)　貸倒引当金の「当期減少額（その他）」欄の金額は、一般債権の貸倒実績率による洗替額であります。

 

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　資産の部

ａ　現金及び預金

 

区分 金額(千円)

現金 3,126

預金  

当座預金 85

普通預金 120,223

定期預金 100,020

計 220,330

合計 223,456

 

ｂ　売掛金

イ　相手先別内訳
 

相手先 金額(千円)

会員掛勘定 5,251

その他 13,401

計 18,652

 

ロ　売掛金の発生及び回収並びに滞留状況
 

前期繰越高(千円)
 
(Ａ)

当期発生高(千円)
 
(Ｂ)

当期回収高(千円)
 
(Ｃ)

次期繰越高(千円)
 
(Ｄ)

回収率(％)
 

(Ｃ)
×100

(Ａ)＋(Ｂ)

滞留期間(日)
(Ａ)＋(Ｄ)
２
(Ｂ)
365

18,835 624,377 624,560 18,652 97.1 10.9

(注)　消費税等の会計処理は税抜方式を採用していますが、上記金額には消費税等が含まれております。

 

ｃ　商品
 

区分 金額(千円)

食品 2,585

ゴルフ用品 2,539

計 5,124
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ｄ　貯蔵品

 

区分 金額(千円)

ハウス消耗品関係 1,538

肥料・薬剤関係 606

クラブ賞品関係他 4,936

計 7,081

 

②　負債の部

ａ　買掛金

 

相手先 金額(千円)

クボタストアー 500

増富 424

鯛勝食品工業 406

とみさん 343

鳥春商店 343

その他 1,187

計 3,206

 

ｂ　長期預り金

 

相手先 金額(千円) 摘要

週日会員 295,800 62名

平日会員 25,000 5名

転換社債取得者分 54,600 4名

計 375,400 71名

 

ｃ　退職給付引当金

 

区分 金額(千円)

退職給付債務 146,021

計 146,021

 

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 4月 1日から 3月31日まで

定時株主総会 6月中

基準日 3月31日

株券の種類 普通株式　1株券

剰余金の配当の基準日 3月31日

１単元の株式数 ―

株式の名義書換え  

　　取扱場所 兵庫県小野市来住町1225番地　小野観光開発株式会社

　　株主名簿管理人 該当事項なし

　　取次所 該当事項なし

　　名義書換手数料 無料

　　新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所 定めなし

　　株主名簿管理人 定めなし

　　取次所 定めなし

　　買取手数料 定めなし

公告掲載方法 神戸新聞

株主に対する特典 該当事項なし
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第７ 【提出会社の参考情報】

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社には親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度　第51期(自　平成21年 4月 1日　至　平成22年 3月31日)平成22年6月22日近畿財務局長に提出

 

(2) 半期報告書

事業年度　第52期中間(自　平成22年 4月 1日　至　平成22年 9月30日)平成22年12月21日近畿財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

平成22年6月22日

小野観光開発株式会社

取締役会　御中

神明監査法人

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　矢頭　　昇　　　　　　　㊞

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　赤松　　秀世　　　　　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げら

れている小野観光開発株式会社の平成21年 4月 1日から平成22年 3月31日までの第51期事業年度の財務諸表、すな

わち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属明細表について監査を

行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を

基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含

め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、小野

観光開発株式会社の平成22年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 ※１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別途保管し

ている。

　２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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独立監査人の監査報告書
 

 

平成23年6月21日

小野観光開発株式会社

取締役会　御中

神明監査法人

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　矢頭　　昇　　　　　　　㊞

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　赤松　　秀世　　　　　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げら

れている小野観光開発株式会社の平成22年 4月 1日から平成23年 3月31日までの第52期事業年度の財務諸表、すな

わち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属明細表について監査を

行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を

基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含

め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、小野

観光開発株式会社の平成23年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 ※１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別途保管し

ている。

　２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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